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①はじめに
• L5Gにおける陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムト

セル基地局の導入について、共用検討を実施した
• 共用検討の対象
隣接周波数を使用するシステム間※１）

Sub6：5GHz帯無線アクセスシステム、5Gシステム
mmW：5Gシステム

同一周波数を使用するシステム間※1）

Sub6/mmW：ローカル5Gシステム同士

3

【mmW帯】【Sub6帯】

4400 49004600

GB
100MHz

5G
ドコモ

100MHz

L5G
屋内専用
200MHz

L5G
屋外/屋内

100MHz

5GHz帯
無線アクセス

システム

4500 4800 5000MHz 27.8 28.2 29.5GHz28.45

5G
KDDI

400MHz

L5G
屋外/屋内
250MHz

29.1

L5G
屋内推奨

（条件付きで屋外可能）

650MHz

5G
SoftBank
400MHz

5.0 [GHz]
3.4 3.6 4.1

電気通信業務（固定衛星↓）

４G/5Ｇ ５Ｇ
航空機
電波高度計

５Ｇ
5GHz帯無線
アクセスシステム公共業務

4.5 4.9
L５Ｇ

4.6 4.8
31.0 [GHz]

27.0 27.5 29.5
５Ｇ ５G

電気通信業務（固定衛星↑）

25.25
固定無線アクセスシステム

衛星間通信
地球探査衛星業務／

宇宙研究業務（宇宙から地球）
25.5

L５Ｇ

28.2 29.1

※1） 共用検討においては、L5G帯域内の利用環境条件は考慮せず、１つのバンドとして扱う
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② 5GHz帯無線アクセス
システムとの共用検討結果
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② 5GHz帯無線ｱｸｾｽｼｽﾃﾑとの共用検討

• 共用検討の組合せ （○：要検討）

陸上移動中継局、小電力レピータ（Sub6）

HPUE（Sub6）

フェムトセル基地局（Sub6）

5

与干渉

被干渉

L5G陸上移動中継局（屋外） L5G小電力レピータ（屋内） L5G
基地局↓

71dBm/100MHz

L5G
移動局↑

23dBm/100MHz
移動局対向↓

71dBm/100MHz
基地局対向↑

29dBm/100MHz
移動局対向↓

24dBm/100MHz
基地局対向↑

33dBm/100MHz

5GHz帯
無線アクセスシステム

不要
（基地局諸元）

○
不要

（基地局諸元以下）
不要

（屋内）
検討済
2020年

検討済
2020年

与干渉

被干渉

L5G基地局↓
71dBm/100MHz

L5G移動局↑
23dBm/100MHz

L5Gフェムトセル
基地局（屋内）↓
20dBm/100MHz

5GHz帯
無線アクセスシステム

検討済
2020年

検討済
2020年

不要
（基地局諸元以下）

与干渉

被干渉

L5G基地局↓
71dBm/100MHz

L5G移動局↑
23dBm/100MHz

L5G
移動局（HPUE）↑
29dBm/100MHz

5GHz帯
無線アクセスシステム

検討済
2020年

検討済
2020年

○

HPUE与干渉の検討結果を参照する
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② 5GHz帯無線ｱｸｾｽｼｽﾃﾑとの共用検討

• 共用検討結果
L5G HPUE

⇒ 5GHz帯無線アクセスシステム
2018年6月の委員会報告※1）で、

移動局との共用検討において、許容干渉電力を満たす所要改善量は、帯域内
干渉で5.7dB、帯域外干渉で0dB以下となるが、5GHz帯無線アクセスシステム
の許容干渉電力の実力値（10dB程度の改善）を考慮することで共用可能。加え
て、4.9-4.91GHzの10MHzをガードバンドとして確保可能

とまとめている。
HPUEは移動局（PC3）から空中線電力が6dBの増加となり、

所要改善量： 5.7dB－実力値10dB程度＋6dB＝+1.7dB

と若干残るが、2020年7月の委員会報告（L5G）※2）と同様に、
ローカル5G基地局の設置において、同一敷地内（必要に応じて近接敷地も含む

）に確認できた場合には、基地局の離隔距離を確保する等の対策に合わせて、
移動局においても離隔距離の対策をすること（同一敷地内では運用しない等）

10MHzのガードバンドにより隣接周波数干渉の影響を軽減する効果が期待でき
ること

等を考慮して、共用可能と考えられる。
6

空
中

線
高

1
2
m

空
中

線
高

1
.5

m

水平距離

5GHz帯
無線アクセスシステム

L5G
HPUE移動局

屋外 屋外
空中線

指向特性
無指向性

※1）2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
※2）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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② 5GHz帯無線ｱｸｾｽｼｽﾃﾑとの共用検討
• 共用検討結果
L5G 陸上移動中継局（基地局対向）

⇒ 5GHz帯無線アクセスシステム
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから、『L5G 

HPUE⇒5GHz帯無線アクセスシステム』の共用検討結果が参照できる。
 これにより、共用可能と考えられる。

• 共用検討結果まとめ
Sub6帯で陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセル基地

局の導入について検討した結果、共用可能と考えられる
小電力レピータ、フェムトセル基地局については、過去に検討済みのシステム諸元の範囲内で

あるため、新たな検討は不要と判断
追加で検討が必要な陸上移動中継局、HPUEについては以下のとおり
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空
中

線
高

4
0
m

空
中

線
高

1
2
m

水平距離

L5G
陸上移動中継局

5GHz帯
無線アクセスシステム

屋外 屋外
空中線

指向特性

1
.5

m

L5G HPUE ⇒
5GHz帯無線アクセスシステム

L5G 陸上移動中継局（基地局対向） ⇒
5GHz帯無線アクセスシステム

共用検討結果

共用可能と考えられる。
なお、従来通り、同一敷地内（必要に応じて近接敷地
も含む）での運用が確認された場合は、L5G基地局の
対策と同様に離隔距離を確保する等の対策が必要
である。

同左
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③ 隣接5Gシステムとの
共用検討結果（Sub6、mmW）

8



BWA推進部会地域BWA推進協議会

③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討の組合せ【非同期（準同期）】 （○：要検討）
陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセル基地局

9

与干渉
被干渉

L5G陸上移動中継局（屋外） L5G小電力レピータ（屋内） L5G
基地局↓

71dBm/100MHz

L5G
移動局↑

23dBm/100MHz

L5G移動局
（HPUE）↑

29dBm/100MHz

L5Gフェムトセル
基地局（屋内）↓
20dBm/100MHz

移動局対向↓
71dBm/100MHz

基地局対向↑
29dBm/100MHz

移動局対向↓
24dBm/100MHz

基地局対向↑
33dBm/100MHz

5G
陸上
移動

中継局
（屋外）

移動局対向
71dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

基地局対向
29dBm/100MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（屋内）
準同期

不要
（移動局諸元）

○ 準同期

5G
小電力
レピータ
（屋内）

移動局対向
24dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

基地局対向
33dBm/100MHz

準同期
不要

（屋内）
準同期

不要
（屋内）

準同期
不要

（移動局諸元）
○ 準同期

5G基地局
71dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

検討済
2020年

検討済
2018年

準同期
不要

（準同期条件）

5G移動局
23dBm/100MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（屋内）
検討済
2018年

検討済
2020年

○ 準同期

5G移動局（HPUE）
29dBm/100MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（屋内）
準同期

不要
（移動局諸元）

○ 準同期

5Gフェムトセル基地局（屋内）
20dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

準同期条件におけるHPUE与干渉の検討結果を参照する※）斜線部については、同期・準同期条件における検討不要の組合せ

準同期運用における
［準同期HPUE⇒同期移動局/HPUE（相当）］
の干渉検討を実施
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③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討結果【非同期条件】

L5G HPUE

⇒ 5G 陸上移動中継局（基地局対向）

2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、
L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーション

の確率的評価で、ガードバンド無で所要改善量が-8.5dBとなり、共用可能

とまとめている。

HPUEは移動局（PC3）から空中線電力が6dBの増加となるが、
所要改善量： -8.5dB＋6dB＝-2.5dB

と所要改善量がマイナスとなることから、共用可能と考えられる。

10

空
中

線
高

4
0
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空
中

線
高

1
.5

m 水平距離

5G
陸上移動中継局

L5G
HPUE移動局

屋外 屋外
空中線

指向特性
無指向性

1
.5

m

※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討結果【非同期条件】
L5G HPUE

⇒ 5G 小電力レピータ（基地局対向）
2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、

L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーションの
確率的評価で、ガードバンド無で所要改善量が-8.5dBとなり、共用可能

とまとめている。
HPUEは移動局（PC3）から空中線電力が6dBの増加、また小電力レピータ

はアンテナ利得が+9dBとなることから、
所要改善量： -8.5dB＋6dB＋9dB＝+6.5dB

とプラスになる。一方で、
小電力レピータは基本的に屋内での利用が想定されることから、建物侵入損に

よる減衰（-15dB程度）が期待できる
同一屋内においては、小電力レピータの正対から45度以上外すことで、-10dB

以上のアンテナ指向減衰が得られる
» 屋内でL5Gを利用するということは、その建物内がL5G事業者の管理エリア（自己土地内）と考えることができ、その場合の

小電力レピータの設置は、L5G事業者が把握している状況にあると想定されることから、L5G-HPUEが正面に入らないよう
な配置や運用は可能と考えられる

等を考慮することで、共用可能と考えられる。
11

屋外 屋内

建物侵入損

空
中

線
高

1
.5

m水平距離

空中線
指向特性

空
中

線
高

1
.5

m

無指向性

5G
小電力レピータ

L5G
HPUE移動局

※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書

※）HPUEについては、同一屋内で
利用されるケースも想定する



BWA推進部会地域BWA推進協議会

③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討結果【非同期条件】

L5G HPUE

⇒ 5G 移動局/HPUE

2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、
L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーション

の確率的評価で、ガードバンド無で所要改善量が-8.5dBとなり、共用可能

とまとめている。

HPUEは移動局（PC3）から空中線電力が6dBの増加となるが、
所要改善量（⇒5G 移動局） ： -8.5dB＋6dB＝-2.5dB

所要改善量（⇒5G HPUE） ： -8.5dB＋6dB＝-2.5dB

と所要改善量がマイナスとなることから、共用可能と考えられる。

12
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HPUE移動局

L5G
HPUE移動局

屋外 屋外
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空
中

線
高

1
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無指向性

※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討結果【非同期条件】

L5G 陸上移動中継局（基地局対向）

⇒ 5G 陸上移動中継局（基地局対向）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒5G 陸上移動中継局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（基地局対向）

⇒ 5G 移動局/HPUE
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒5G 移動局/HPUE』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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③-1 隣接5Gシステムとの共用検討（Sub6）

• 共用検討結果まとめ
Sub6帯で陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムト

セル基地局の導入について検討した結果、共用可能と考え
られる
小電力レピータ、フェムトセル基地局については、過去に検討済みのシステム諸

元の範囲内であるため、新たな検討は不要と判断

追加で検討が必要な陸上移動中継局、HPUEについては以下のとおり

14

L5G HPUE ⇒
5Gシステム

L5G 陸上移動中継局（基地局対向） ⇒
5Gシステム

共用検討結果
（非同期条件）

共用可能と考えられる。
ただし、5G小電力レピータとの同一屋内にお
けるHPUEの利用については、小電力レピータ
（基地局対向）の正面から45度以上外す等の
運用が望まれる。
なお、準同期局の運用においては、障害発生
時の対応等に備えて、5Gシステム事業者の
求めに応じて、事前の協議（情報共有等）も有
効と考えられる ※1）

共用可能と考えられる。
なお、準同期局の運用においては、障害発生
時の対応等に備えて、5Gシステム事業者の
求めに応じて、事前の協議（情報共有等）も有
効と考えられる ※1）

※1）例えば、第5世代モバイル推進フォーラム（5GMF）で整備している『ローカル5G免許申請支援マニュアル』には、特定の携帯電話事業者（全国MNO）の要望に応じた、L5G
事業者が準同期局を扱う場合の事前の情報提供をお願いする記載がある。
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③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）

• 共用検討の組合せ【非同期（準同期）】 （○：要検討）
陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセル基地局

15

与干渉
被干渉

L5G陸上移動中継局（屋外） L5G小電力レピータ（屋内）
L5G

基地局↓
51dBm/400MHz

L5G
移動局↑

43dBm/100MHz

L5G
移動局（HPUE）↑
55dBm/400MHz

L5G
フェムトセル

基地局（屋内）↓
20dBm/100MHz

移動局対向↓
51dBm/400MHz

基地局対向↑
55dBm/400MHz

移動局対向↓
43dBm/400MHz

基地局対向↑
43dBm/400MHz

5G
陸上
移動

中継局
（屋外）

移動局対向
51dBm/400MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

基地局対向
55dBm/400MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（移動局諸元）
準同期

不要
（移動局諸元）

○ 準同期

5G
小電力
レピータ
（屋内）

移動局対向
43dBm/400MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

基地局対向
43dBm/400MHz

準同期
不要

（屋内）
準同期

不要
（移動局諸元）

準同期
不要

（移動局諸元）
○ 準同期

5G基地局
51dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

検討済
2020年

検討済
2018年

準同期
不要

（準同期条件）

5G移動局
43dBm/100MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（移動局諸元）
検討済
2018年

検討済
2020年

○ 準同期

5G移動局（HPUE）
55dBm/400MHz

準同期 （○） 準同期
不要

（移動局諸元）
準同期

不要
（移動局諸元）

○ 準同期

5Gフェムトセル基地局（屋内）
20dBm/100MHz

不要
（準同期条件）

準同期
不要

（準同期条件）
準同期

不要
（準同期条件）

準同期 準同期
不要

（準同期条件）

準同期条件におけるHPUE与干渉の検討結果を参照する※）斜線部については、同期・準同期条件における検討不要の組合せ

準同期運用における
［準同期HPUE⇒同期移動局/HPUE（相当）］
の干渉検討を実施



BWA推進部会地域BWA推進協議会

③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）

• 共用検討結果【非同期条件】
L5G HPUE

⇒ 5G 陸上移動中継局（基地局対向）
2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、

L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーションの
確率的評価で、ガードバンド無の所要改善量が

» -2.7dB（400MHzｼｽﾃﾑ）～+3.5dB（100MHzｼｽﾃﾑ）
とプラスになるケースもあるが、「準同期運用」とすることで干渉の影響の軽減が

期待されることから、共用可能

とまとめている。
HPUEは移動局（現行）から空中線電力が12dBの増加となり、

所要改善量： （-2.7～+3.5dB）＋12dB＝+9.3～+15.5dB

と所要改善量がプラスになる。一方で、
HPUEの設置を正対とせず正面から15度程度外すことで、-15dB以上のアンテナ

指向減衰が得られる
» 実運用で、5G陸上移動中継局の方向を避けてL5G-HPUEの向きを調整するのは簡単ではないため、例えば、L5G事業者

が準同期局（基地局）を設置する際に、5Gシステム事業者と事前に情報共有をする等の運用調整も有効と考えられる

を考慮することで、共用可能と考えられる。
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L5G
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指向特性
無指向性
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※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）
• 共用検討結果【非同期条件】
L5G HPUE

⇒ 5G 小電力レピータ（基地局対向）
2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、

 L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーションの確率的評
価で、ガードバンド無の所要改善量が

» -2.7dB（400MHzｼｽﾃﾑ）～+3.5dB（100MHzｼｽﾃﾑ）
 とプラスになるケースもあるが、「準同期運用」とすることで干渉の影響の軽減が期待され

ることから、共用可能

とまとめている。
HPUEは移動局（現行）から空中線電力が12dBの増加となり、

所要改善量： （-2.7～+3.5dB）＋12dB＝+9.3～+15.5dB

と所要改善量がプラスになる。一方で、
小電力レピータは基本的に屋内での利用が想定されることから、建物侵入損による減衰（

-20dB程度）が期待できる
同一屋内においては、HPUEの設置を正対とせず正面から15度程度外すことで、-15dB以

上のアンテナ指向減衰が得られる
» 屋内でL5Gを利用するということは、その建物内がL5G事業者の管理エリア（自己土地内）と考えることができ、その場合の

小電力レピータの設置は、L5G事業者が把握している状況にあると想定されることから、L5G-HPUEが正面に入らないよう
な配置や運用は可能と考えられる

等を考慮することで、共用可能と考えられる。
17

屋外 屋内
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※）HPUEについては、同一屋内で
利用されるケースも想定する

※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）
• 共用検討結果【非同期条件】
L5G HPUE

⇒ 5G 移動局/HPUE
2020年7月の委員会報告（L5G）※1）で、

 L5G移動局（屋外）⇒5G移動局（屋外）におけるモンテカルロシミュレーションの確率的評
価で、ガードバンド無の所要改善量が

» -2.7dB（400MHzｼｽﾃﾑ）～+3.5dB（100MHzｼｽﾃﾑ）
 とプラスになるケースもあるが、「準同期運用」とすることで干渉の影響の軽減が期待され

ることから、共用可能

とまとめている。
HPUEは移動局（現行）から空中線電力が12dBの増加となり、

所要改善量（⇒5G 移動局） ： （-2.7～+3.5dB）＋12dB＝+9.3～+15.5dB
所要改善量（⇒5G HPUE） ： （-2.7～+3.5dB）＋12dB＝+9.3～+15.5dB

と所要改善量がプラスになる。一方で、
 HPUEの正面から15度程度外すことで、-15dB以上のアンテナ指向減衰（HUPE同士では

合計-30dB以上）が得られることから、できるだけ正対とならないように運用すること
» 実運用で、5G-HPUEの方向を避けてL5G-HPUEの向きを調整するのは簡単ではないため、例えば、L5G事業者が準同期

局（基地局）を設置する際に、5Gシステム事業者と事前に情報共有をする等の運用調整も有効と考えられる

を考慮することで、共用可能と考えられる。
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※1）2020年7月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書
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③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）

• 共用検討結果【非同期条件】

L5G 陸上移動中継局（基地局対向）

⇒ 5G 陸上移動中継局（基地局対向）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒5G 陸上移動中継局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（基地局対向）

⇒ 5G 移動局/HPUE
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒5G 移動局/HPUE』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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③-2 隣接5Gシステムとの共用検討（mmW）

• 共用検討結果まとめ

mmW帯で陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセ
ル基地局の導入について検討した結果、共用可能と考えられる
小電力レピータ、フェムトセル基地局については、過去に検討済みのシステム諸元の

範囲内であるため、新たな検討は不要と判断

追加で検討が必要な陸上移動中継局、HPUEについては以下のとおり

20

L5G HPUE ⇒
5Gシステム

L5G 陸上移動中継局（基地局対向） ⇒
5Gシステム

共用検討結果
（非同期条件）

共用可能と考えられる。
ただし、ローカル5G HPUEと5Gシステム（移動
局/HPUE、陸上移動中継局の基地局対向、
小電力レピータの基地局対向）ができるだけ
正対とならないよう、設置等での工夫が望ま
れる。
なお、準同期局の運用においては、障害発生
時の対応等に備えて、5Gシステム事業者の
求めに応じて、事前の協議（情報共有等）も有
効と考えられる ※1）

同左

※1）例えば、第5世代モバイル推進フォーラム（5GMF）で整備している『ローカル5G免許申請支援マニュアル』には、特定の携帯電話事業者（全国MNO）の要望に応じた、L5G
事業者が準同期局を扱う場合の事前の情報提供をお願いする記載がある。



BWA推進部会地域BWA推進協議会

④ ローカル5G同士の
共用検討結果（Sub6、mmW）

21
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討の組合せ【同期・非同期】 （○：要検討）
陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセル基地局

22

与干渉
被干渉

L5G陸上移動中継局（屋外） L5G小電力レピータ（屋内）
L5G

基地局↓
68dBm/100MHz

L5G
移動局↑

23dBm/100MHz

L5G
移動局（HPUE）↑
29dBm/100MHz

L5Gフェムトセル
基地局（屋内）↓
20dBm/100MHz

移動局対向↓
68dBm/100MHz

基地局対向↑
29dBm/100MHz

移動局対向↓
24dBm/100MHz

基地局対向↑
33dBm/100MHz

L5G
陸上移動
中継局
（屋外）

移動局対向
68dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

基地局対向
29dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G
小電力
レピータ
（屋内）

移動局対向
24dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

基地局対向
33dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G基地局
68dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

検討済
2020年

検討済
2018年

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G移動局
23dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

検討済
2018年

検討済
2020年

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G
移動局（HPUE）
29dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G
フェムトセル基地局（屋内）

20dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

同期/準同期運用における
［HPUE（相当） ⇒ L5Gシステム］
の干渉検討（離隔距離の確認）を実施

HPUE与干渉の検討結果を参照する
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒ L5G 陸上移動中継局（屋外）

共用可能と考えられる

屋内利用やサイトエンジニアリング等による見通し外（NLOS）環境を
積極的に作ることで、さらなる離隔の短縮が期待できる

23
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陸上移動中継局
（移動局対向）
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L5G
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屋外 屋外
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無指向性
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与干渉
被干渉

L5G HPUE

40MHzシステム 100MHzシステム

L5G
陸上移動中継局
【移動局対向】
（同期条件）

屋外⇒屋外
LOS：45200m
NLOS：500m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：463m（拡張Hata）

屋外⇒屋外
LOS：28600m
NLOS：375m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：394m（拡張Hata）

L5G
陸上移動中継局
【基地局対向】
（非同期条件）

屋外⇒屋外
LOS：3200m
NLOS：38.6m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：43.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS:77.6m（拡張Hata）

屋外⇒屋外
LOS：2025m
NLOS：24.5m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：32.7m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS:74.1m（拡張Hata）
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒ L5G 小電力レピータ（屋内）

共用可能と考えられる

24

屋外 屋内

建物侵入損
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中
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高

1
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m水平距離

空中線
指向特性

空
中
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1
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無指向性

5G
小電力レピータ
（移動局対向）
（基地局対向）

L5G
HPUE移動局

与干渉
被干渉

L5G HPUE

40MHzシステム 100MHzシステム

L5G
小電力レピータ
【移動局対向】
（同期条件）

屋外⇒屋内
LOS：496m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：14m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：63m（拡張Hata）

屋外⇒屋内
LOS：314m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：11m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：59m（拡張Hata）

L5G
小電力レピータ
【基地局対向】
（非同期条件）

屋外⇒屋内
LOS：1397m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：16.9m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：26m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS:71.2m（拡張Hata）

屋外⇒屋内
LOS：884m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：10.7m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：19.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS:67.5m（拡張Hata）
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒ L5G 基地局（屋外）

共用可能と考えられる
『L5G HPUE（屋外）⇒ L5G 陸上移動中継局（屋外）』と同一条件

屋内利用やサイトエンジニアリング等による見通し外（NLOS）環境を
積極的に作ることで、さらなる離隔の短縮が期待できる

25

空
中

線
高

1
.5

m 水平距離

L5G
HPUE移動局

屋外 屋外
無指向性

空中線
指向特性

空
中

線
高

4
0
m

L5G
ﾏｸﾛｾﾙ基地局

与干渉
被干渉

L5G HPUE

40MHzシステム 100MHzシステム

L5G
マクロセル基地局

（同期条件）

屋外⇒屋外
LOS：45200m
NLOS：500m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：463m（拡張Hata）

屋外⇒屋外
LOS：28600m
NLOS：375m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：394m（拡張Hata）
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒ L5G 移動局/HPUE（屋外）

共用可能と考えられる

見通し（LOS）環境とならないようサイトエンジニアリング等による工
夫を要する
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒ L5G フェムトセル基地局（屋外）

共用可能と考えられる
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NLOS：11m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
NLOS：59m（拡張Hata）
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 陸上移動中継局（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 陸上移動中継局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 基地局（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 基地局（マクロセル）』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 移動局/HPUE（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 移動局/HPUE』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G フェムトセル基地局（屋内）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G フェムトセル基地局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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BWA推進部会地域BWA推進協議会

④-1 ローカル5G同士の共用検討（Sub6）

• 共用検討結果まとめ
Sub6帯における陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェ

ムトセル基地局の導入について検討した結果、共用可能と考えら
れる
小電力レピータ、フェムトセル基地局については、過去に検討済みのシス

テム諸元の範囲内であるため、新たな検討は不要と判断
追加で検討が必要な陸上移動中継局、HPUEについては以下のとおり

30

L5G HPUE ⇒
L5Gシステム

L5G 陸上移動中継局 ⇒
L5Gシステム

【参考】検討済みの共用検討
結果（離隔距離：m）

共用
検討
結果

HPUE（屋外）⇒基地局（屋外）
HPUE（屋外）⇒陸上移動中継局（屋外）

NLOS：400～500m程度
HPUE（屋外）⇒HPUE（屋外）

NLOS：10～16m程度
上記の離隔で、共用可能と考えられる。
なお、「屋外⇒屋外」条件では、サイトエンジニ
アリング等によるNLOS環境を積極的に作るこ
とで、更なる離隔の短縮が期待できる。
また、非同期の実運用では『準同期運用』と
なることから、非同期条件よりも干渉の影響の
軽減が期待される。

同左

【同期】
基地局（屋外）⇒移動局（屋外）
NLOS：2000m程度
移動局（屋外）⇒基地局（屋外）
NLOS：250～330m程度
【非同期】
基地局（屋外）⇒基地局（屋外）
NLOS：4500m程度
移動局（屋外）⇒移動局（屋外）
LOS：400～640m程度
NLOS：5～8m程度



BWA推進部会地域BWA推進協議会

④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討の組合せ【同期・非同期】 （○：要検討）
陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェムトセル基地局

31

与干渉

被干渉

L5G陸上移動中継局（屋外） L5G小電力レピータ（屋内） L5G
基地局↓

51dBm/400MHz

L5G
移動局↑

43dBm/400MHz

L5G
移動局（HPUE）↑
55dBm/400MHz

L5Gフェムトセル
基地局（屋内）↓
20dBm/100MHz

移動局対向↓
51dBm/400MHz

基地局対向↑
55dBm/400MHz

移動局対向↓
43dBm/400MHz

基地局対向↑
43dBm/400MHz

L5G
陸上移動
中継局
（屋外）

移動局対向
51dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

基地局対向
55dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G
小電力
レピータ
（屋内）

移動局対向
43dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

基地局対向
43dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

不要
（屋内）

不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G基地局
51dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

検討済
2020年

検討済
2018年

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G移動局
43dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

検討済
2018年

検討済
2020年

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G移動局（HPUE）
55dBm/400MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

L5G
フェムトセル基地局（屋内）

20dBm/100MHz

不要
（基地局諸元）

（○） 不要
（基地局諸元以下）

不要
（移動局諸元）

不要
（基地局諸元）

不要
（移動局諸元）

○ 不要
（基地局諸元以下）

HPUE与干渉の検討結果を参照する

同期/準同期運用における
［HPUE（相当） ⇒ L5Gシステム］
の干渉検討（離隔距離の確認）を実施



BWA推進部会地域BWA推進協議会

④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒L5G 陸上移動中継局（屋外）

共用可能と考えられる

屋内利用やサイトエンジニアリング等による見通し外（NLOS）環境を
積極的に作ることで、さらなる離隔の短縮が期待できる

32

空
中

線
高

6
m

空
中

線
高

1
.5

m 水平距離

5G
陸上移動中継局
（移動局対向）
（基地局対向）

L5G
HPUE（FWA）

屋外 屋外
空中線

指向特性

1
.5

m

与干渉
被干渉

L5G HPUE

50MHzシステム 400MHzシステム

L5G
陸上移動中継局
【移動局対向】
（同期条件）

屋外⇒屋外
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屋外⇒屋外
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NLOS：221m（ITU-R P.1411 Over roof-top）

L5G
陸上移動中継局
【基地局対向】
（非同期条件）

屋外⇒屋外
LOS：214,600m
NLOS：241m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：398m（ITU-R P.1411 Over roof-top）

屋外⇒屋外
LOS：75,900m
NLOS：114m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：209m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒L5G 小電力レピータ（屋内）

共用可能と考えられる

33
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NLOS：94.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）

屋外⇒屋内
LOS：7,500m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：49.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）

L5G
小電力レピータ
【基地局対向】
（非同期条件）

屋外⇒屋内
LOS：21,300m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：24m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：94.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）

屋外⇒屋内
LOS：7,500m（自由空間伝搬＋建物侵入損）
NLOS：11.3m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：49.5m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒L5G 基地局（屋外）

共用可能と考えられる
『L5G HPUE（屋外）⇒ L5G 陸上移動中継局（屋外）』と同一条件

屋内利用やサイトエンジニアリング等による見通し外（NLOS）環境を
積極的に作ることで、さらなる離隔の短縮が期待できる
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒L5G 移動局/HPUE（屋外）

共用可能と考えられる

見通し（LOS）環境とならないようサイトエンジニアリング等による工
夫を要する
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G HPUE（屋外）

⇒L5G フェムトセル基地局（屋内）

共用可能と考えられる
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NLOS：8m（ITU-R P.1411 Terminal間）
NLOS：12m（ITU-R P.1411 Over roof-top）
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 陸上移動中継局（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 陸上移動中継局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 基地局（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 基地局（マクロセル）』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G 移動局/HPUE（屋外）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G 移動局/HPUE』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。

L5G 陸上移動中継局（屋外）

⇒ L5G フェムトセル基地局（屋内）
陸上移動中継局（基地局対向）の諸元（パラメータ）がHPUEと共通であることから

、『L5G HPUE⇒L5G フェムトセル基地局』の共用検討結果を参照できる。

これにより、共用可能と考えられる。
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④-2 ローカル5G同士の共用検討（mmW）

• 共用検討結果まとめ
mmW帯における陸上移動中継局、小電力レピータ、HPUE、フェ

ムトセル基地局の導入について検討した結果、共用可能と考えら
れる
小電力レピータ、フェムトセル基地局については、過去に検討済みのシス

テム諸元の範囲内であるため、新たな検討は不要と判断
追加で検討が必要な陸上移動中継局、HPUEについては以下のとおり

39

L5G HPUE ⇒
L5Gシステム

L5G 陸上移動中継局 ⇒
L5Gシステム

【参考】検討済みの共用検討
結果（離隔距離：m）

共用
検討
結果

HPUE（屋外）⇒基地局（屋外）
HPUE（屋外）⇒陸上移動中継局（屋外）

NLOS：220～420m程度
HPUE（屋外）⇒HPUE（屋外）

NLOS：110～240m程度
上記の離隔で、共用可能と考えられる。
なお、「屋外⇒屋外」条件では、サイトエンジニア
リング等によるNLOS環境を積極的に作ることで、
更なる離隔の短縮が期待できる。
また、非同期の実運用では『準同期運用』とな
ることから、非同期条件よりも干渉の影響の軽
減が期待される。

同左

【同期】
基地局（屋外）⇒移動局（屋外）
NLOS：200m程度
移動局（屋外）⇒基地局（屋外）
NLOS：100～200m程度
【非同期】
基地局（屋外）⇒基地局（屋外）
NLOS：500m程度
移動局（屋外）⇒移動局（屋外）
LOS：19,000～53,900m程度
NLOS：30～60m程度
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共用検討の主要諸元など

40
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5GHz帯無線アクセスシステムの空中線指向特性

共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5GHz帯無線アクセスシステム

41※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：陸上移動中継局（Sub6）

42

基地局対向↑ 移動局対向↓

29dBm 28dBm/MHz

0dBi 23dBi

0dB 3dB

29dBm/100MHz 68dBmdBm/100MHz

無指向 ITU-R M.2101

無指向 ITU-R M.2101

- 6度

1.5m 40m

最大100MHz 最大100MHz

Max（-31dBc ,
-50dBm/MHz）

Max（-44.2dBc ,
-4dm/MHz）

-30dBm/MHz -4dBm/MHz

- -

※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合の資料を基に一部を修正
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：陸上移動中継局（mmW）

43

基地局対向↑ 移動局対向↓

35dBm 5dBm/MHz

20dBi 23dBi

0dB 3dB

55dBm/400MHz 51dBm/100MHz

PC1アンテナパターン（P25） ITU-R M.2101

PC1アンテナパターン（P25） ITU-R M.2101

- 10度

1.5m 6m, 15m

最大400MHz 最大400MHz

-17dBc
Max（-28dBc ,
-13dBm/MHz）

-13dBm/MHz -13dBm/MHz

0dBまたは20.1dB（侵入損） -

※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合の資料を基に一部を修正
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24dBm 24dBm

33dBm/100MHz 24dBm/100MHz

16.2dB（建物侵入損） 16.2dB（建物侵入損）

共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：小電力レピータ（Sub6）

44※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合の資料を基に一部を修正
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：小電力レピータ（Sub6）

アンテナ指向特性（基地局対向、上り）

45※）出典：2013年7月、情通審・携帯電話等高度化委員会報告書（LTE-Advanced）より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：小電力レピータ（mmW）

46※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：小電力レピータ（mmW）

47

陸上移動局の空中線指向特性（チルト0度）

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より



BWA推進部会地域BWA推進協議会

共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：HPUE（Sub6）

48※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：HPUE（mmW）

49※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：フェムトセル基地局（Sub6/mmW）

50※）出典：2022年2月7日、情通審・新世代モバイル通信システム委員会・技術検討作業班会合より

16.2～20.1dB（建物侵入損）
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：Sub6（4.7GHz帯）

基地局（マクロセル局）

51

マクロセル局（送信側） マクロセル局（受信側）

垂直面

←天頂方向 地表方向→

マクロセル局の空中線指向特性（チルト6度）

アクティブアンテナシステムへの
フィルタ挿入による減衰効果（想定）

マクロ局の空中線指向特性

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：Sub6（4.7GHz帯）
基地局（スモールセル局）

52

スモールセル局（送信側） スモールセル局（受信側）

スモールセル局の空中線指向特性（チルト10度）

垂直面

スモールセル局の空中線指向特性

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：Sub6（4.7GHz帯）

陸上移動局

53

移動局（送信側） 移動局（受信側）

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 勧告ITU-R P.2109に基づくSub6（4.7GHz帯）の建物侵入損
検討モデルに応じて「付加損失」として考慮

54

（確率P）

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より



BWA推進部会地域BWA推進協議会

スモールセル局の空中線指向特性（参考）

共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：mmW（28GHz帯）
基地局（スモールセル局）

55

スモールセル局（送信側）

スモールセル局（受信側）

スモールセル局の空中線指向特性（チルト10度）※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）

• 5Gシステム：mmW（28GHz帯）

陸上移動局

56

陸上移動局の空中線指向特性（チルト0度）

陸上移動局（送信側）

陸上移動局（受信側）

（800MHz）

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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共用検討モデルの主要諸元（パラメータ）
• 勧告ITU-R P.2109に基づくmmW（28GHz帯）の建物侵入損
検討モデルに応じて「付加損失」として考慮

57

（確率P）

※）出典：2018年6月、情通審・新世代モバイル通信システム委員会報告書より
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【参考】同期・準同期方式のフレーム構成（Sub6）

58※）出典：第5世代モバイル推進フォーラム『ローカル5G免許申請支援マニュアル』の総務省告示の記載より

• 準同期・移動局ULによる同期・移動局DLへの干渉
1フレーム［10ms］のうち4スロット［2ms］の時間（20％）で干渉を与える

可能性がある
共用検討においては、最悪値条件として非同期（時間としては100％干渉）を想

定して実施
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【参考】同期・準同期方式のフレーム構成（mmW）

59※）出典：第5世代モバイル推進フォーラム『ローカル5G免許申請支援マニュアル』の総務省告示の記載より

• 準同期・移動局ULによる同期・移動局DLへの干渉
1フレーム［10ms］のうち16スロット［2ms］の時間（20％）で干渉を

与える可能性がある
共用検討においては、最悪値条件として非同期（時間としては100％干

渉）を想定して実施
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